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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

保育室内で使用する際に一部暗く出来る場所に「hikari to table」を設置し、且つ使用する際はパーテー

ションを設置し周囲からの刺激を極力減らし光と色の変化の世界に没頭出来る様にした。

年中児4人・年長児1人で実験を行った。光のテーブルの光をつけ、光に照らされた水の様子

を観察する。次に水を手で触り動きを作ることで水の動きや流れを観察する。その後タイル

の玩具を水に入れて様子を観察する。

八王子市山田町１６８８－２

社会福祉法人多摩養育園

《光のテーブルで水の動きを観察する》

東京都が主催する「とうきょうすくわくプログラム」の『乳幼児期の豊かな育ちをサポートするため、

主体的・共同的な探求活動を通じて幼児教育・保育の充実を図る』という目的に賛同し、本園でも取り

組むにあたり、「身近な自然」で子ども達の興味、好奇心や探求心を刺激する事はなんだろうと考え、

担当保育者を中心に全職員で話し合った結果、『光と水』をテーマに決定した。様々な自然現象を通し

て、光と水にちなんだ様々な体験ができるようにしていきたい。
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光明第五保育園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞　

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

〇光と水の不思議を調べる

側面から覗いてみると、反対側のお友だちの顔が見

えました。「顔が見えるよ」「（反対側のお友だち

の顔が）反対に見える」という声が聞こえてきまし

た。

年長児のY君は「怪物だぁ」と一言。

それを聞いた年中児のS君は「怪物？」と少し考え、

「目がいっぱいだからじゃない？」と気が付くと他

の子も「本当だ、目がいっぱいだ」と声が聞こえて

きました。

次は水に手を入れてみます。「冷たい」と子ども

たち。

保育者が「混ぜてみたらどうなる？」と聞いてみ

ました。

子どもたちは混ぜてみます。「くるくるになって

きてる」「もっともっと混ぜよう」「どんどん

（波が）大きくなっている」と声が上がりました。

光のテーブルのスイッチをつけました。

さっそく子どもたちは真上から覗いたり側面から

覗いています。

保育者が水の泡を指さして「この泡はなに？」と

聞いてみます。

「ポコポコしてるよ」「シャボン玉みたい」とい

う気付きがあった子どもたち。



年中児のTちゃんは、一番初めと同じように側面

から覗いていました。保育者が「何か見える？」

と聞いてみました。

「2個に見えるよ」「1個なのに4個ある」

次にタイルの玩具を使ってみます。

始めは水に浮かべたり沈めたりして玩具の見え方

の変化を探していた子どもたち。

年長児のY君は「溶けてる」「ペタンコになって

る」といった声が上がりました。

保育者の考察したのはテーブルの底面が光によって

熱を感じ、玩具を自ら出すと濡れたことにより水滴

が垂れている様子から「溶けてる」に繋がったので

はないかと感じました。



５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

　今回、「hikari to table」を使って光と水、そして色のついたタイルを組み合わせた実験を行った。

　テーブルの上に透明な容器を置き、水を入れて光を通すと、水面がきらきらと輝き、子どもたちは

「わあ、光ってる！」「きれい！」と目を輝かせていた。そこに色のついたタイルを浮かべると、水の

揺れに合わせて光と色がゆらゆらと動き、「光が泳いでるみたい」「色が変わった！」と驚きの声が上

がった。

　子どもたちは自分でタイルを動かしたり、色の違うタイルを組み合わせたりしていた。「赤と青を一

緒にするとどうなるかな？」という疑問を持った子は、実際に色を重ね、紫色に変わったことに気付い

ていた。「（紫色に）色が変わったよ」などと、試しながら発見を楽しむ姿が見られた。

　光の当たり方や子どもの見る角度によって見え方が変わることにも気づき、友だち同士で教え合って

いた。

　保育者は、子どもたちの気づきやつぶやきを受け止めながら、「どんなふうに見える？」「どうなっ

たの？」「ほかの色でもやってみようか？」と声をかけ、探究心を深められるよう関わった。

　光と水と色が組み合わさることで起こる変化を目で見て感じることができ、子どもたちは夢中になっ

て観察していた。中には「お外でやったらどうなるの？」「太陽の光もきれいかな？」と、自然の光へ

の興味を示す姿も見られた。

今後は、屋外での光あそびや、水以外の素材（氷や鏡など）を使った実験へと発展させ、子どもたちの

探究心をさらに深めていきたい。


